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1．はじめに

　 日本の 児童生徒の 学力低 下の 要 因の
一

つ とし

て、「家庭で の 学習時間」の減 少が挙 げられる。ま

た学力格差の 要因として 、「（塾などの ）学校外教育

投資」の格差が注 目される。「家庭で の 学習時間」

と「塾などで の 学習時 間」は別 々 に議論されるこ と

が多い が 、以下の 理 由か ら、併せ て検討するこ と

が必 要 と考える。（1）国際比 較 の 観点か ら、
一

方

の み に注 目した場合 、児童 生 徒 の 放課後 の 学習

量の真 の 比 較をして い ない 可能性がある。例えば

塾が普及 して い る社会で は 、家庭で の 学習時間

が短くなることも考えられる。（2）教育格差とい う観

点から、
一方の みを検討することは、格差 の 過小

評価をする可 能性が考えられる。例 えば、家庭で

の 学習も通塾も行 っ てい な い児童 生徒は 、学力の

面におい て 二 重に不利となる。

　本報告で は 、家庭で の 学習時間と塾 などで の

学習時間をともに 「学校外学習時間」と定義する。

上 海、香港の 児童生徒と比 較、学校段 階別 に比

較することにより、日本 の 児童生 徒の 学校外学習

時間の 変化、また学校外学習時間の 格差 に つ い

て報告する 。

全域か ら約 半数 の 小 中学校 を無作為 に抽 出 し

て 対象 と した。2010 年 に は 、香港大学 の 研 究

者 の 協力を得 て 、日本の デー
タ との 比較を前提

に、九龍の A 区、新界の C 区にお い て 、 児童

生徒質問紙調査、保護者質問紙 調査 を実施 した。

2011 年 に は 、復旦 大学 の 研 究者 の 協力 を得て 、

上海市の A 区に お い て 同様 の 調査を実施 した 。

本報告で は 、日本の A エ リア
、 香港 の A 区 （人

口約 28 万 人で 、香港 の 中心 部に 立 地 する）、上

海の A 区 （人 口 約 504 万 人で 、 上海 の 東部 に

立 地する ）の調査結果 の 比較を行 う （各調査の

回収率な ど は 当日配布する）。

3．学校外学習時間の 変化 の 国際比 較

　まず 、家庭 に お ける学習 時間 の 変化 の 国際比

較をみ て み よう。

表 1 家庭 に おけ る学習時 間 （分 ／ 週 ）

　 学年　　　　日本A　　　　　　 香港A 　　　　　　 上海A

　 　 　 平 均 　 変動係数　 平均　 変動 係数 　 平 均　 変動 係 数

’1、3　　　26859　　　 100 　　29161

’亅、6　　　27927　　　　107 　　29339

中3 　 　34035 　　 0、95　 25221

高3　　31908　　 142　 40850

0．92　　42346 　　　　081
0、99 　　 58603 　　　　061
1、05　　　74037 　　　　050
0、87　　 706，58 　　　　 060

2．データの 概要

本報告は、「青少年期か ら成人期 へ の移行に つ

い て の 追 跡 的 研 究 」 （Japan 　 Education

Longitudinal　Study、以下 JELS 、研 究代表者

耳塚寛明 〉デー
タを用い る。JELS は、定点観

測 と追跡的研 究 の視点 か ら、学力調査 ・児童生

徒質問紙調査 ・
保 護者質問紙調査などを実施 し

て きた。本報告で は 、 Wave3 （2009 年）、A エ

リア 、小 3 ・
小 6 ・中 3 ・高 3 の データを使用

す る。A エ リアは 、 関東地方、大都市圏近郊に

位置す る人 口 約 25 万人の 中都市である 。 市内

表 1 の 平 均値から、どの学年にお い ても上海 の 児

童 生徒 の 家庭で の 学習時間が最も長く、 目本 の

児 童 生徒 の 家庭 で の 学習 時 間が最も短 い こ とが

分かる（例外は、中 3 で は香港の児童 生徒が最も

短 い 。香港は中高一
貫校が多く、高校入試がない

こ とに起因すると考えられる）。また、日本にお い て

は、高 3 の 児童生徒の 平均は 小 3 の 児童生徒 の

平均 の 1．2倍であるが、上海にお い て は 、
1．7 倍で

ある。日本 の 児童生徒は 、上 海の 児童 生 徒に比

べ て 、家庭で の 学習習慣が定着するの が遅 い の

み ならず、学校段階を上がるに つ れ 、そ の増加 率

が低い ことを現わしてい る。 これ は 、日本にお い て

は 塾などの 学校外教育の 機 会が普及 し て い るた

め に、家庭で の 学習時間が相対的に短 い こ とを現
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わして い るの で あろうか 。

　 そこで 次に、家庭と塾などで の 学習時間を合体

した学校外学習時問 の 変化 の 国際比較をみ て み

よう。

表2 　学校外 （家廃および蟄に おける）学 習 時間　（分 ／ 週 〉

　学 年　　　　日本 A 　　　　　　香港A　　　　　　上 海A

　 　 　 平 均 　 変動係 数　 平 均 　 変動係数　 平 均　 変動係数

’亅、3　　　276．88　　　 1．10　　397．55
’」、6　　　334．87　　　　1．17 　　 441．47
中3　 　547．56　　 0．79 　 327．96
高 3 　 　476 ．11　 　 1．60　 521．03

0．82　　 481 ．81　　　　 0．83
0．80　　　644．97 　　　　0．64
0．88　　 928．51　　　　0．51
0．74　　830．53　　　　0．62

表 2 の 平均値から、 塾などにお ける学習時間を足

すと、上海と日本 の 差は縮小 するもの の （例えば、

高 3時 の 家庭にお ける学習時間 で は 2．2 倍だ っ た

の が 、1．7 倍に縮小）、 どの 学年 に お い ても、上海

の 児童 生 徒 の 学習時間 が最も長く、日本 の 児童

生徒 の 学習時問が最も短い （香港の 中 3 は 例外）と

い う傾 向が依然と見られる 。
つ まり、日本の 児童 生

徒の 放課後の 学習時間 の 平均は 、 塾などで の 学

習時間を考慮しても、 国際比 較か ら低い とい うこと

を示して い る。

しか し、表 1 にお い ても表 2 にお い ても、注 目す

べ き点がある。 それ は 、 中 3 を除くす べ て の 学年に

お い て 、日本 の 変動係数（相対的なばらっ き具合）

が最も大きい こ とで ある。
つ まり、 日本に お い て は 、

勉強を非常に長くしてい る児童生 徒と、全 くして い

ない 児童生 徒が存在するこ とを示 唆して い る。

階 （小 6）にお い て 、 そ の 傾 向が顕著で ある。例え

ば、日本にお ける小 6 の 児童生徒で、本 の 数が非

常 に 多い 家庭の 子 どもは、本 の 数が非 常に少 な

い 家庭の 子 どもの 3．78 倍長く放課 後学習するの

に対して 、香港にお い ては、こ の 差異は 2．34 倍、

上海で は 1．89 倍 にとどまる。

褒 3 学校外 学習時聞と家庭の経 済的・文化 的蚕因の 関係（小 6＞

　 　 　 　 　 　 　 日本A　　　　　　 香港 A　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 上海A

学習時間　　比率　　学習時間　　比 ＄　　学習時間　　比率
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔分／週）　 　 　 　 　 （分／ 週 〕（分／週 ）

家庭に おける本の 数
10冊 未満 　 　 　 　 　 　 　 　Ise，53　 　 　 　 　 23352

to冊 以上 200 冊未満　　　　33576 　 3．78　　　 458 ．41 　 2．S4
200 冊 以上　 　 　　 　 　 　 　6S316　 　 　 　　 　 545 ．36
親の 学 歴

非 大卒 　 　 　 　 　 　 　 　 44247 　 　 　 　 　 43793
　 　 　 　 　 　 　 　 1B4 　　　　　　　　　　1．01
大卒　　　　　　 　　　 241 ．07 　　　　　 444．49
親 の 収入

低位層　　　　　　　　 22291 　　　　　 401・11
中 低位 膚　 　　 　 　 　 　　 24000 　　 　 　 　　 494 ．7呂

　 　 　 　 　 　 　 　 2．67　　　　　　　　　　　　1．25
中高位層　 　　 　　 　　 37431　　 　　 　 423．05
高 位層 　 　　 　 　 　　 　 　 59583 　　 　 　 　　 510 、00
親の 教育期 待

1

短 大 以下　　 　　 　　　 　　20779　 　　 　　　 385、45
普 通の 大学 　 　 　 　 　 　 　34078 　 342 　 　 479 ．17 　 1．26
難関の 大学以上 　　　　　 111 、55 　　　　　 481．2g

4111863859

　　 1．S9
775345S755

　 　 123
120 ．265097860812

　 　 152
69065774803952165007

　　 1．76
69637

1：香港、上葎 で は．「普通の 大 学 亅「難関 の大掌 」ではなく．「大学亅「大学院」が用い られた。
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表 4 学 校 外 学 習 時聞と家庭の経済的 ・文化的要因の 関係 （中3 ）

　 　 　 　 　 　 　 日本A 　　　　　　 香港 A　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 IMA

学習 時間 　 比率 　 学習時間　 比 率　 学習時間　　比 串
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔分／週 ）　 　 　 　 　 （分／ 週 〕（分 ／ 週）

家 庭にお ける本の 数

fO冊 未満 　 　 　 　 　 　 　 　34594 　 　 　 　 　 26848

10 冊 以 上 2DO 冊 未 満 　　 　 　57443 　 2．0フ　 　 　 33355 　 1．23
200冊 以上 　 　 　 　 　 　 　 715．14 　 　 　 　 　 33154

親の 学歴

非大卒　　　　　　　　　
43089

　 1．58　　　30616
　 126

大卒　　 　　 　　 　　 　68276 　　 　　 　 385．00
親の 収入

低 位層　　　　　 　　　 47726 　　　　　 318．40
中 低位 層　　　　　　　　57926　 1．51　　

2S3 ・91
　 126

中高位層　　　　　　　　 63301 　　　　　　 33B57

高位層　　　　　　　　　 フ481e 　　　　　　 399、88
親 の 教 育 期 待

1

短大以下　　　　　　　　 39419　　　　　　 286、74
普 通の 大学 　　　　　　　12579 　 2．2 ↑　　 31490 　 1．26
難関の 大学 以上　　　 　　 8δ974　　　　　 362 ．65

6435595
ア 33 　　 1．60

102868s75

．59
　 　 120
10465981110S7S36

　 　 ↑、33
1032181082726346994548

　　 τ 68

1064 ．67

4．学校外学習時間の格差の 国際比較

そこで 、次に家庭背景によ る学校外 学習時問 の

格差 の 国際比 較を行う。家庭の経済的要 因と文化

的要因 による差異 を検討する。家庭 の 経済的要

因としては 、 家庭の 収入 の 変数を使 用する。家庭

の 文化的要因として は 、家庭 にお ける本 の 数、親

の 学歴 、 親の 教育期待 を使用す る。 保 護者 調査

は小 6、 中 3 の み に お い て 実施して い るため 、右 2

学年 の 結果 を示 す。

表 3、表 4 は 、各グル
ープの 平均値とともに 、上

位グル
ープ と下位グル

ープ の 学習時間の 比 率を

示 して い る。比 率の 値か ら、日本 におい て は 、家

庭 の 経済的要 因・文化的要 因 による児童生徒の

学習時間 の 差異が、香港、上海 に比 べ て、両方 の

学年にお い て 大きい ことが分か る。 特に早 期 の 段

1：香港、上海 では、「普通の 大 学 亅「難関 の大学」ではなく、「大学」「大学院1が 用 い られ た。

　 日本の 教育社会学では 、塾で の 学習時間は親

の 教 育戦略 ・投資の 枠組み で 、家庭で の 学習時

間は本 人の 努力 の 代替指標とし て論 じられること

が 多い が 、本報告 では 、この 二 つ を合体すること

に より、より国際比較可能なデータにするとともに、

学校外学習 時間 の 格差の 程度 を再検討する。 発

表で は、家庭で の 学習時間、塾などで の 学習時 問、

それ ぞ れ の 意味するとこ ろや概念 的枠組 み に つ

い ても議論を深める。
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